
2日(土)18：00からPTA厚生部主催のレクが本校体育館で行われました。フリースロー対決

や玉入れ、5色綱引きなどをチーム対抗で行いました。参加総数は 60名を超え、それぞれ白熱した戦いが

繰り広げられました。後日筋肉痛に 

なった方もいらっしゃったのではない 

でしょうか。参加された皆さん大変お 

疲れさまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ８ 号  
令和６年１１月 2５日 
発行責任 菊地 佳子 

便利な道具ですが、危険も増えました 
校長 菊地 佳子 

ご近所同士で黒電話を貸し借りしていた私の幼少時代。それから各家庭に固定電話（黒くて

ダイヤル式でカバーをかけて大切に使っていた）が広がり、プッシュフォンになり、ポケット

ベル、携帯電話、スマートフォンと約半世紀の間に変化してきました。 

固定電話しかない時代では、友達からの電話も家族が把握し、長電話を注意されたり、深夜

の電話は相手に失礼だというルールも教えられたりしました。ポケットベルあたりから個別の

連絡手段となり、携帯電話になると好きな時間に都合の良い場所で会話ができるようになりま

した。そして、スマートフォンが広まってメールや SNS、検索機能やお財布代わりの電子決済

など電話以外の機能を使うことも多くなりました。 

スマートフォンは確かに便利な道具なのですが、トラブルも多く、多様化してきました。 

こども家庭庁の調査によると自分専用のスマートフォンを持っている中学生は 93.0％で、

主な利用内容は「動画を見る」（94.1％）、「ゲームをする」（87.5％）、「検索する」（85.5％）

が上位を占めています。また、1 日のインターネット平均利用時間は、中学生が 282.1 分で

1 日 3 時間以上インターネットを利用する中学生は 71.8％という結果が出ています。 

 このように、子どもたちにとってインターネットの利用はとても身近で生活の一部になって

いると言っても良い状況になっています。しかしながら、危険な側面もあることを理解し適切

に使用しなければなりません。 

 

 子どものスマートフォン利用に関するトラブル等の例としては 

 ◇書き込みやメールでの誹謗中傷やいじめ 

 ◇SNS などに載せた個人情報の流出 

 ◇SNS を通じて知り合った人からの誘い出しによる性的被害 

 ◇無料ゲームサイトでの意図しない有料サービスの利用 

 ◇「闇バイト」等情報によりアルバイト感覚で犯罪に加担 

 

 最近、10 代の犯罪が多く報道されるようになったように思います。加害も被害も一生に関

わる重大な犯罪に巻き込まれる可能性があり、身近なところで起こるようになりました。そこ

で、ネットの危険から子どもを守るために保護者ができる 3 つのポイントを挙げます。 

 

① ペアレンタルコントロール 

  子どものスマートフォン等の使用状況を保護者が把握したり、安全管理を行う仕組み 

   ・保護者のスマートフォンで子どもの日々のプレイ状況を確認 

   ・プレイする時間や時間帯の調整、課金の制限 

 

 ② フィルタリング 

・不適切な情報や危険な出会い等を防ぐ 

・出会い系サイトやアダルトサイト、暴力的な表現のあるサイトなどを子どもが閲覧 

できないようにする。 

 ③ ルール作り 

・家庭のルールを子どもと一緒に作り、成長とともに見直す。 

・利用目的や利用場所・時間帯を話し合ってルールを決める。 

・万が一、トラブルが生じたときは子どもが一人で抱え込まず、すぐに保護者に相談 

するよう普段から子どもと話しておく。 

 
政府広報オンライン「ネットの危険からこどもを守るために保護者が知っておきたいこと」 

（https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201303/3.html）をもとに作成 

 学校においても、「情報モラル教室」を実施し、ネット使用に 

おける危険性や犯罪に巻き込まれないよう指導をしていますが、 

ご家庭でのルールを決めて安全に利用できるようご協力をお願い 

いたします。 

 いろいろな機能があり、とても便利なスマートフォンやデジタ 

ル端末ですが、トラブルのないようにしたいものです。 

 ルール（例） 

・名前や顔写真、学校名などは書き込まない。 

・友だちにメールやメッセージのやり取りを強要しない。 

・利用する場所や時間を決める。 

・パスワードは親が管理する。 

・トラブルの時はすぐに保護者に相談する。 

https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201303/3.html


SMS をベースに地域参画した特色
ある教育活動の充実 

小中接続したうえで清園中校区学校運営協

議会を核として地域をより活性化させて参

ります。 

子ども・保護者・地域・学校・行政の 

さらなる一体化を目指して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月下旬に今年度 2 回目の「学校生活アンケート調査」を行いました。設問１の「嫌な思

いをしたことがある」生徒は 12.2％でした。本人からの聞き取りや保護者との連携を図りな

がら、不安解消に向け進めております。本校では設問 4 の「嫌な思いをしたら、誰に相談する

か」という項目に関わる、いわゆる「SOS の出し方に関する教育」を日ごろより進めており

ます。悩んだら「友達や親、先生、身近な大人に相談してもいいんだ！」「相談されたら聞い

てあげる！」ことを、各学級でも確認しております。今回のアンケートでは「誰にも相談しな

い」と答えた生徒がおりました。昨年同時期に取ったアンケート（24.4％）より減少したこ 

 

とは取り組みの成果なのかもしれませんが、まだ、17.3％の生徒が相談できないと答えて 

おります。「誰にも相談しない」をゼロに、そして、いじめ見逃しゼロに向けて今後も進めて

参ります。引き続き保護者の皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

先月 31 日、1 年生では総合で取り組んできた、「ふるさと学

習」の集大成として地域施設を扱った CM 発表会が行われました。

また、2 年生では「働くこと」をテーマに進めてきた総合的な学

習の時間のまとめとして、職

場体験にかかかわる発表会が

行われました。 

どちらも地域の企業や施設

の皆様に多くのことを教わっ

たり、経験したりしてきた内容

をもとに、自分たちの見解を織

り交ぜ、工夫を凝らしながら発

表していました。お世話になっ

た各団体の皆様に心より感謝申し上げます。 

お世話になった企業・各団体様（順不同・敬称略） 

1 年～NORTH FARM STOCK, CAFE STAND PROPELLER, 岩見沢緑陵高等学校, いわみざわ公園, 
天狗まんじゅう本舗, 北海道グリーンランド, ESPRESSO STAND PLATS, めーぷる倶楽部 

2 年～志文保育園、駒澤幼稚園、めぐみ幼稚園、聖十字幼稚園、マクドナルド、NORTH FARM STOCK,、

ワンダードッグ、スポーツデポ、ニトリ、ユニクロ、イオン、コープさっぽろ、ビッグハウス、岩見沢消

防署、岩見沢市立図書館、岩見沢警察署、西方建設、北海道マツダ 

 

★地域の力をお借りしました★ 

★SOS を堂々と言える環境を目ざして★ 

 

 

2(月) 3 年三者面談（～6）、全校道徳    16(月) 生徒会委員会 

4(水) 停                    17(火) 学校公開週間(～19) 

11(水) 停                    18(水) 薬物乱用防止教室、停 

12(木) SC                    19(木) 2 年ライフデザイン授業、SC 

13(金) 入学説明会、停、午前授業       26(木) 大掃除、停、SHE 

    中学校プレ登校日            27(金) 冬季休業（～1/14） 

停＝諸活動停止日、SC＝ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 

上の QR コードから、1

年生の CM 動画が見ら
れます。12 月 26 日ま

でです！閲覧の際には
個人情報等に最大限の

配慮をお願いします。 
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